
 

 

令和４年度 北海道高等学校サッカー選手権大会 ベスト１６ 

体験練習の参加希望は、各チーム顧問からご連絡ください。 

令和４・５年度 全国高校サッカー選手権大会 北海道予選出場 

高円宮杯Ｕ18 北海道ブロックリーグ道央 １部所属 

活動場所：滝川河川敷サッカー場、砂川河川敷サッカー場（天然芝） 

４月２９日（水祝）、５月２日（土）空知支部春季サッカー大会が開催されました。本大会は、高体連空知支部予

選のシード権を懸けた戦いであり、全道大会出場を目指す本校にとっては、シード権を獲得し高体連大会で優位な

状況をつくっておきたいという思いがありました。                              

準決勝 対 北海道岩見沢東高等学校 

結 果 ２－４ （前：０－０、後：２－４） 敗戦 

※得点者：３年生（２名） 

 

３位決定戦 対 北海道岩見沢農業高等学校 

結 果 ２－０ （前：２－０、後：０－０） 勝利 

            ※得点者：３年生（２名）                                                     

【準決勝】 

 前半を０－０で折り返すも、相手に決定機を作られ、自分たちの落ち着きのなさからピンチを招くなど、苦しい展

開。後半、ゴール前の FK を３年生が直接決め先制。その後、相手選手の技術の高さ、CK での守備の弱さ、ハイボ

ール処理の不味さから４失点。２失点目から気持ちが折れかけ、短い間隔の中で失点を重ねてしまいました。後半

30 分に１点を返すも運動量が落ち、相手陣地でのプレーができず試合終了となりました。ハーフタイムにも伝えま

したが、正直、勝たなくてはいけない試合でした。個の弱さ、ハイボール処理ができない、チームとしてのプレーの

質の低さ、攻撃のバリエーションの少なさなど、課題が浮き彫りになった試合でした。だからこそ、この課題を残さ

れた期間の中でどれだけ改善できるか、選手にはそのことを問いかけました。 

【３位決定戦】 

 試合前の過ごし方からチームとしての弱さを感じた１日。勝利はしましたが、試合内容は全く満足できないもの

でした。 

 ５月５日（火祝）ブロックリーグ道央第３節がおこなわれました。前半、自分たちのミスから複数失点を重ねてし

まい、苦しい試合展開。後半、守備・攻撃の修正をしたことで優位に試合をすすめることができましたが、１点を奪

うことしかできず試合終了。もう少し早い段階で得点を返すことができれば、試合内容も変わっていたと思います。 

試合に向かう姿勢、日頃からの積み重ね、質の向上･･･課題ばかりですが、やるしかありません。本気の変化を。  

           第３節 対 北海道恵庭南高等学校 

           結 果 １－３ （前：０－３、後：１－０） 敗戦 

           ※得点者：３年生 

            

北海道滝川西高等学校 サッカー部 

最終結果 
第３位 

（５チーム中） 


